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瀬
戸
電
（
現
在
の
名
鉄
瀬
戸
線
）
は
瀬
戸
で
作
ら
れ

る
や
き
も
の
の
輸
送
の
た
め
に
、
明
治
三
十
八
年 

(

一

九
〇
五)

に
「
瀬
戸
自
動
鉄
道
株
式
会
社
」
に
よ
り
瀬

戸
駅
か
ら
矢
田
駅
ま
で
開
業
し
た
の
が
は
じ
ま
り
で
、

翌
年
に
は
大
曽
根
駅
ま
で
延
伸
さ
れ
ま
し
た
。 

 

開
業
当
初
は
、
フ
ラ
ン
ス
製
セ
ル
ポ
レ
ー
式
蒸
気
動

車
で
運
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
三
十
九
年 

(

一
九

〇
六)

に
社
名
を
「
瀬
戸
電
気
鉄
道
株
式
会
社
」
と
変

更
し
、
翌
年
に
は
電
気
動
力
に
転
換
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
明
治
四
十
四
年 

(

一
九
一
一)

に
堀
川
の

水
運
を
利
用
す
る
た
め
に
、
大
曽
根
駅
か
ら
堀
川
駅
ま

で
延
伸
さ
れ
ま
し
た
。 

 

名
古
屋
城
の
外
堀
内
を
通
る
土
居
下
駅
か
ら
堀
川
駅

ま
で
の
区
間
は
「
お
堀
電
車
」
と
も
呼
ば
れ
、
親
し
ま

れ
て
い
ま
し
た
。 

 

名
古
屋
と
瀬
戸
を
結
び
、
瀬
戸
の
陶
磁
器
産
業
を
支

え
た
瀬
戸
電
で
す
が
、
そ
の
後
、
水
運
か
ら
陸
運
が
主

体
と
な
っ
て
い
く
に
つ
れ
貨
物
需
要
は
減
少
し
、
昭
和

五
十
一
年(

一
九
七
六)

の
栄
町
駅
乗
り
入
れ
工
事
に
伴

い
、
東
大
手
駅
か
ら
堀
川
駅
ま
で
の
区
間
は
廃
止
と
な

り
ま
し
た
。 現

在
地
付
近
か
ら
東
を
見
た
名
鉄
瀬
戸
線
旧
堀
川
駅
の
様
子
（
昭
和
三
十
年
撮
影
） 

（
樹
林
舎
「
名
古
屋
今
昔
写
真
集
１
巻
」
よ
り
（
撮
影
者
＝
楠
正
昭
氏
）
） 

堀
川
を
使
っ
た
水
運
の
様
子 

（
瀬
戸
蔵
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
） 

瀬
戸
か
ら
瀬
戸
電
で
運
ば
れ
、
海
外

に
輸
出
さ
れ
た
や
き
も
の 

吹
染
付
芥
子
図
輪
花
皿 

千
峰
園
製 

（
瀬
戸
蔵
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
） 

現
在
地
か
ら
見
て
東
側
に
あ
っ
た
堀

川
駅
か
ら
御
園
橋
の
下
を
通
る
外
堀

内
に
電
車
が
走
っ
て
い
ま
し
た
。 


